
  

 本数値は駐在所での事

案取扱い件数であり、刑

法犯認知件数とは異なり

ます。 
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金子駐在所の主な取扱い 

 

 今月は、音に関する防犯対策についての

ご紹介です。夏になると入浴中の浴室の窓

を開けて入浴する家庭もあり、のぞき事案

が増加してくる傾向にあります。この対策

として、先月号でお話した防犯カメラを設

置するのも有効ですが、以下の対策も有効

です。 
 〇防犯砂利 

   防犯砂利は、掃除機や激しい夕立ほ  

  どの音が鳴ると言われています。犯人 

  は大きな音を立てることを嫌うので、 

  浴室の窓付近に敷くことで防犯効果が 

  期待できます。 
 〇窓枠設置型防犯アラーム 

   窓が解放すると音が鳴る仕組みで、 

  泥棒対策としても有効です。 

 夏に向けた防犯対策について② 

 

 

 受け子とは･･･特殊詐欺グループにおいて被害者から直接現金やキャッシュカード等を

だまし取ったり、受け取ったりする役割の人物を言います。 

 狭山警察署管内において、受け子が現金やキャッシュカード等を 

だまし取る詐欺被害が発生しています。電話で『これから同僚が現 

金を取りに行く』あるいは『キャッシュカードが不正に使われてい 

るから預かりに行く』等の文言がでた場合は、特殊詐欺の可能性が 

極めて高いので電話を切りましょう。また、万が一、電話の相手と現金等を取りに来る

という約束をしてしまった場合は、直ちに警察に通報してください。 

 狭山警察署管内特殊詐欺発生状況 33 件(前年比－15 件) 被害総額約５億 2,866 万円 

（令和８年５月末現在 数値は暫定値です） 

 
 

 夏になり暑くなると海や川、プール等
へのレジャーが増えますが、以下の注意
点に気を付けて、水難事故防止に努めま
しょう。 

・遊泳禁止場所や危険な場所では 

           遊泳しない 

・保護者は子どもから目を離さない 

・水辺では小さい子どもだけで 

           遊ばせない 

・増水時は入水しない 

・飲酒したら遊泳しない 

・体調不良時は遊泳、水遊びをしない 

・遊泳等で河川に入る場合、救命胴衣  

 （ライフジャケット）を着用する 

・水難者に気づいたらすぐに 

   警察（110 番）消防（119 番） 

             へ通報する 

水難事故に注意しましょう 

  
 埼玉県内において、交通死亡事故が多発して

います。学生は夏休み期間に入り、 

普段とは違う人の流れになりますので 

今一度、防衛運転に努め、交通事故を 

抑止しましょう。 
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